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Summary 

　Effects of different time of top one-third thinning on fruit quality and flowering 
were investigated in mature trees of ‘Aoshima’ satsuma mandarin（Citrus unshiu 
Marc.）, a late maturing cultivar. Top one-third thinning was conducted on July 23, 
August 20 and September 20 in 2007. All fruit were removed in top one-third portions 
of the tree crown. Conventional thinning was conducted on July 23 as control. Brix in 
the fruit juice was the greatest in September-thinned trees and lowest in the control. 
The later the time of top one-third thinning, the more increased Brix was obvious. 
Titratable acidity was lower in the top one-thinned trees compared with the conven-
tional thinned trees but there was no difference among top one-third thinned trees. 
Thus, the Brix/acid ratio was greater in the top one-third thinned trees. The fruit size 
was largest in the control and became smaller as the thinning time became later. The 
flowering in the following spring was greatest in the conventional July-thinned trees 
whereas lowest in September thinned trees.

緒　　　　　言

　ウンシュウミカンにおける隔年結果現象は1年ごとに豊作年と不作年を繰り返し、価格の変動や果
実品質の低下を引き起こし生産者にとって大きな問題となる４）。そのため隔年結果を防止し、毎年安
定した高品質果実生産を行う必要がある。
　樹冠上部摘果は、ウンシュウミカンの隔年結果の防止を目的とした栽培技術であり愛媛県を中心に
他県でも普及しつつある。また、樹冠上部摘果当年の果実糖度の上昇と浮皮果の発生を抑えることが
報告されている５）。さらに、樹冠上部の約1/3を全摘果することで収穫作業の効率化という利点を持っ
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ている。
　一方で、ウンシュウミカンにおいて９月中旬まで摘果を控え着果負担をかけ、その後仕上げ摘果を
行う後期重点摘果が、果実の糖度を高め、果実品質を向上することが報告されている2）。
　本報告では、隔年結果性の強いウンシュウミカン‘青島温州’４）において７月、８月、９月それぞ
れ時期を変えて樹冠上部摘果処理を行い、果実品質を調査した。また、翌年の花芽量を調査し、最も
適した樹冠上部摘果の処理時期を検討した。

材料および方法

　供試材料には愛媛大学農学部付属農場に栽植されている成木の‘青島温州’の樹を用いた。2007年７
月23日に樹冠上部約1/3を全摘果し７月処理区とした。また、同じ日に従来通りの摘果（日当たりの
悪い樹冠内部、樹の裾の果実を中心に摘果）を行い対照区とした。その後８月20日、９月20日に樹冠
上部摘果を行いそれぞれ８月処理区、９月処理区とした。反復数は４で行った。
　2007年12月３日に収穫し、１樹あたり20個ずつ果実重、糖度、滴定酸度を測定した。果実重は電子
天秤、糖度はデジタル屈折糖度計で測定した。滴定酸度は果汁１mlを0.1N NaOHで中和滴定し、ク
エン酸含量に換算した。
　また、翌年の開花時に１樹当たり10枝について発育枝、有葉花、直花の発生数を調査した。

結果および考察

⑴　果実品質（果実重、糖度、滴定酸度、甘味比）

　　果実重は対照区が最も高くなった。７月処理区よりも処理時期の遅い８月、９月処理区の果実重
が低くなる傾向にあった（第１図）。糖度は９月処理区が最も高くなり、摘果時期が遅いほど上昇
する傾向にある。また、対照区より樹冠上部摘果区はどれも高くなる傾向が見られた（第２図）。
滴定酸度は対照区が最も高く、樹冠上部摘果区では低くなり、時期が遅いほど上昇する傾向が見ら
れるが、８月処理区と９月処理区ではほとんど差が見られない。（第３図）。甘味比（糖度／滴定酸
度）は、対照区より樹冠上部摘果区がどれも高くなっている。７月処理区は、滴定酸度が低かった
ために甘味比がやや高くなっているが、８月処理区と９月処理区ではほとんど差が見られない（第
４図）。
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第１図　樹冠上部摘果時期の違いが果実重に及ぼす影響 第２図　樹冠上部摘果時期の違いが糖度に及ぼす影響
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第３図　樹冠上部摘果時期の違いが滴定酸度に及ぼす影響 第４図　樹冠上部摘果時期の違いが甘味比に及ぼす影響

〔誤差線は標準誤差(SE)を示す〕
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⑵　翌年の着花量

　　発育枝の発生本数は９月処理区で最も多くなったが、対照区と８月処理区で少なくなる傾向が見
られた。一方で、有葉花及び直花数は対照区で最も多く、樹冠上部摘果区より多くなった。樹冠上
部摘果区内では９月処理区で最も少なく、８月処理区の有葉花及び直花数が多くなっている（第１
表）。

第１表　樹冠上部摘果時期の違いが翌年の着花数に及ぼす影響

　 発育枝数と花数（枝10cmあたり）

　 発育枝（本） 有葉花（個） 直花（個）

対照区  0.91±0.12* 1.39±0.27 0.54±0.19

７月 1.42±0.04 0.85±0.06 0.24±0.06

８月 1.45±0.28 1.43±0.35 0.27±0.14

９月 1.96±0.15 0.61±0.20 0.14±0.06

　＊平均値±標準誤差（SE）

　仕上げ摘果時期を遅らせ強い着荷負担をかけると水ポテンシャルが低下し、光合成速度が高まり、
スクロース合成酵素活性やABA含量が増加し、これにより果実への糖集積が進むことが明らかになっ
ている１）。このため、樹冠上部摘果時期を遅らせると果実が水ストレスを受け糖度が上昇したと考え
られる。一方、果実発育期に水ストレスの影響を受けると葉と果実間の水分競合により果実発育が不
良となり肥大が抑制される３）。これらのことから樹冠上部摘果の時期が遅いほど１果実の重さが低く
なり、糖度が上昇する傾向が見られたと思われる。このように、樹冠上部摘果時期を遅らせることに
より果実品質の向上が期待できる。しかし、今回の研究では樹冠上部摘果時期を遅らせることで翌年
の着花量が減少する傾向が見られた。特に糖度が最も上昇した９月処理区では他の処理区に比べ顕著
な減少傾向にあることから、隔年結果の防止は期待できない。今回の実験結果からでは果実品質も向
上し、着花量もある程度確保できる８月頃の実施が最も適しているかもしれない。しかし、さらに詳
細な調査が必要である。
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第１図　樹冠上部摘果時期の違いが果実重に及ぼす影響 第２図　樹冠上部摘果時期の違いが糖度に及ぼす影響
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第３図　樹冠上部摘果時期の違いが滴定酸度に及ぼす影響 第４図　樹冠上部摘果時期の違いが甘味比に及ぼす影響

〔誤差線は標準誤差(SE)を示す〕



－ 10 －

　以上のことから‘青島温州’の果実品質の向上と隔年結果の防止を期待するならばそれらのバランス
を考慮し十分に摘果時期を検討し実施する必要がある。

摘　　　　　要

　成木のウンシュウミカン‘青島温州’において、樹冠上部摘果を７月23日、８月20日、９月20日それ
ぞれに実施し果実品質、翌年の着花量について調査した。７月23日に従来型の摘果をした樹を対照区
とした。糖度は対照区で最も低く、７月、８月、９月摘果の順に高くなった。滴定酸度は対照区に比
べて樹冠上部摘果区で低かったが、樹幹上部摘果区の間では差が見られなかった。甘味比は樹冠上部
摘果樹で高くなった。１果実重は摘果時期が遅いほど小さくなった。また、翌年の着花量については、
対照区で最も多く、樹冠上部摘果時期が遅いほど減少した。
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